
事 項i卵黄重が極めて重い 「大黄卵鶏」の開発

青森県産の卵黄重選抜系統を交配した、市販銘柄並みの大卵で産卵量が多く、かっ市販

ね ら し、｜卵に比べ、卵黄重が極めて重く、卵黄卵重比が高い緑色卵鶏を開発したので普及に移す。

十旨

、世
主子

奨

励

内

容

るれ大
」

ゆ

主ソ

z

知

日

が

6

澗

お

イ

不

丸

山

宮

山

経

h
h

の

1
h

ノ
＼

q
d

高

多

古

川

山

べ

私

ト
l
f

ノ
」

p
h
u

重

羽

口

母

卵

川

凶

（

直

一

黄

リ

叩

定

引

－

5

5

6

3

3

6

5

汁

9

？
の
ロ

9

6

2

一

o

m
常

刻

印

一

一

肌

似

u
m
ω

段

位

侃

μ
侃

』

日

以

枕

ぬ

一

日

J
通

場

抜

、

一

一

1

2

一

酌

く

臥

験

選

｜

』

l
！
I
l
l
i－
－
I
l
l
i－
－
I
l
l
i－
－

－

－

－

」

と

重

乙

討

重

徴

一

一

同

て

幻

産

黄

特

一

一

リ

め

い

引

先

畜

卵

び

一

一

説

極

引

い

手

一

×

及

一

）

D

D

一

例

。

が

古

入

タ

式

）

力

一

則

羽

度

）

一

る

重

b
の

ン

様

父

能

質

一

同

（

ト

わ

ωω
（

匂

一

州

あ

慣

イ

リ

ナ

セ

配

（

均

一

υ
豆

日

羽

（

（

芝

）

）

一

7

て

9

J

交

統

平

一

齢

炉

MMω

齢

齢

制

輔

）

ω一
～

卵

べ

い

い

素

研

の

系

の

一

）

）

団

司

（

（

（

ば

一

錨

叫

山

形

週

J
U

七

一

8

産

比

の

合

ラ
一
仙
川
川
川
吋
副
（
（
（
率
引
出
創
出
凋

ω
比

一

5

J

H

」
．
形
一
似

ω
w
m
w
何日

量

豆

霊

山

十

川

崎

封

お

（

む

一

（

高

に

卵

」

総

－売－

c
c
一
卵
ト
パ
ぃ
量
量
重
求
続
投
色

ω
重一

鶏

ろ

鶏

力

一

存

率

向

り

わ

一

昨

日

肝

一

駅

付

円

付

け

所

車

重

腔

一

格

・

卵

殊

鶏

林

一

率

率

産

デ

日

卵

卵

要

（

（

の

重

重

卵

一

期

付

期

制

一

部

市

川

一

七

酬

明

吻

鵬

唾

埠

即

一

開

店

側

一

致

瑚

鵬

時

晴

則

牒

一

育

生

日

へ

飼

日

平

飼

卵

体

卵

卵

卵

卵

一

／

｛

M

大

あ

大

平

一

X
M
M
V
法

悦

m
f
M
M
M
M
M
W
M
W
M
W
一

特

大

森

「

一

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑬

⑪

⑫

⑬

⑭

一

｛
、
C
G
G
G
G
C
G
G
4
4
4
4
／

2
）

ア

イ

ウ

エ

「

青

円

4

1

2

3

 

通常卵とは異なる卵殻色、優れた卵黄特性をもつため、ブランド名称を付けた「特殊卵」

期待される効果｜として一定価格の差別化販売ができ、養鶏経営の収益性を向上させる。

普及上の注意事項｜ 卵黄生産性が高く、飼料摂取量が多いため、定量給餌や制限給餌は避け、卵用鶏の栄養

要求量を満たす成鶏飼育用配合飼料を不断給餌する。

担当部署！青森農林総合研究センター畜産試験場 養鶏部

（担当者名）｜（西藤克己・虞田聡子）
｜対象地域｜県下全域

発表文献等｜青森県農林総合研究センター畜産試験場報告21号
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 市販銘柄との卵構成比較（平成12年帯広畜産大学、平成16年埼玉農林総研畜研）

形質 大黄卵鶏 市販銘柄1) 市販銘柄2)

(43週齢） 38週齢 47週齢 48週齢

卵重（g) 65.9 63.9 64.9 64.6 
一ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー 一一一ーー一ーーーーーーーー

卵黄重（g) 19.9 16.6 17.4 17. 5 
ー一『ーーーーー一ーーーーーーーーー 回．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ーーーーーーーーーーーー 一ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー

卵黄卵重比（弘） 30.2 26.0 26.8 27. 1 
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鶏種
鶏卵生産量 販売価格 粗収益 経営費1) 利潤

(a) kg (b）円／kg (c=a×b）円 (d）円 (c d）円
算定基礎

大黄卵鶏 19. 2 270～ 5,184～ 2,667 2 517～ 
産卵率80.3弘、平均卵重 6

540 10,368 7,701 
5.5g、飼料日量119.3g 

市販赤玉銘柄2) 19. 5 180 3,510 2,424 1,086 
産卵率87.側、平均卵重 6

0.旬、飼料日量 109.0g

（注） 1飼料単価40円／kg、飼料費の経営費に占める割合66%（平成15年農林水産省農業経営部門別統計）

2平成18年度養鶏関係全国会議資料

写真1 「大黄卵鶏」（雌） 写真2 「大黄卵鶏」の緑色卵と市販白色卵（左上）

（平成18年青森農林総研畜試）
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